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建設産業情報（最近の動向） 
 
在外公館名 在ニューヨーク総領事館           
 
記入日   ２０１６年９月      
 
１．現地の建設・不動産市場に係る経済情報 
   
 資料名：新築住宅着工許可件数（連邦統計局）（ニューヨーク都市圏を選択可能。 

また、金額ベースも選択可能。）（２０１６年８月） 
URL：http://www.census.gov/construction/bps/msamonthly.html 
 

 資料名：ニューヨーク住宅価格指数（S&P Dow Jones Indices LLC） 
（２０１６年７月）（以下のリンクからニューヨーク都市圏を選択可能。） 

URL：http://us.spindices.com/index-family/real-estate/sp-case-shiller 
 
 
２．建設業制度、入札契約制度、不動産業制度の改正動向 
特になし。 

 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
１ 「マンハッタン・ウエストサイドにあるバスターミナル刷

新に大きな弾み」： ニューヨーク及びニュージャージー選

出議員とニューヨーク・ニュージャージー港湾公社が，１

００億ドル規模のマンハッタン・ウエストサイドにあるバ

スターミナルの刷新計画の必要性を訴える声明を発表した

ことにより，当該プロジェクトは大きな推進力を得た。た

だし，地域の交通ニーズを多く捉える新施設の建設も含め，

様々な選択肢も再検討することが求められている。今後，

役員会に諮る方針。現在，供用後６６年経過するバスター

ミナルは，８番街沿い，４１丁目と４２丁目の間にあり，

平日は２３万２千人の利用があるが，ニューヨーク・ニュ

ージャージー港湾公社は３３万７千人まで利用者が増える

と予測している。ニュージャージー州側にバスターミナル
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を建設する計画が当初はあったが，ＮＹ州の求めるラガー

ディア空港刷新計画を推進する代わりにバスターミナルは

ニュージャージー州側の求めるマンハッタン内に作り直す

という妥協が図られた経緯があるが，今般の声明では，ニ

ュージャージー州側に暫定的なバスターミナルを作ること

も含め，あらゆる選択肢を検討することが求められている。 
 
４．その他我が国の建設産業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 

特になし。 

 








